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２０２６．５．８



今年度の研修テーマ



豊かなスポーツライフを実現する
基礎を培う保健体育授業 Ⅲ期

～すべての子どもが共に学び合うことができる
インクルーシブな体育授業～

＜令和８年度の研修テーマ＞



これまでの流れ



令和６年度



髙橋卓也先生ら（竜洋中）が
インクルーシブ体育について
提案及び実践報告を行った。

インクルージョン・スペクトラム・モデル

令和６年度 磐周教研



実 践報 告

第 １学 年

機械 運動

マ ッ ト 運 動

※別紙参照



実 践報 告

第 ２学 年

ベー スボ ール 型

特 支 ソ フ ト ボ ー ル

2年 生 v e r s i o n

※別紙参照



実 践報 告

第 ３学 年

球 技

バ ド ミ ン ト ン

※別紙参照



実 践報 告

特 別支 援ク ラス

ベー スボ ール 型

全天候型

ソフトボール

※別紙参照



ボ ー ル が 怖 い

→ 取 れ な い 、 打 て な い

ル ー ル が 複 雑

→ わ か ら な い か ら 関 わ れ な い

実 践報 告

ソ フ ト ボ ー ル の 壁



実 践報 告

M o d i f i e d



実 践報 告

ア ダ プ テ ッ ド の 視 点 （ M o d i f i e d ）

み ん な が 楽 し め る よ う に

ル ー ル を 簡 略 化 ・ 工 夫 す る 。

ソ フ ト ボ ー ル の 本 質 を 見 失 わ な い 。



実 践報 告

・ ルー ルが 複雑

・ ボー ルが 小さ い

・ グロ ーブ 操作 が

難し い

・ バッ トに 当た らな い

・ アウ トに でき ない

ル ー ル の 修 正

・ ベー スな し

・ グロ ーブ なし

・ ソフ トバ レー ボー ル

・ ふわ ふわ バッ ト

・ 全員 ２回 打っ て交 代



実 践報 告

・ みん なで きる

（練 習時 間の 減少 ）

・ 打て る、 捕れ る

アウ トに でき る

・ 守備 の工 夫が ある

成 果 と 課 題

・ 基本 動作 がな くて も

プレ ーで きて しま う

・ 打撃 の工 夫が 少な い

・ 走塁 の技 能が 高ま り

ずら い



柴田広祐先生（城山中）

第３回 地区教研 １０/１１

インクルーシブ体育への
「温故知新」的アプローチ

マット運動とバレーボールの実践
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柴田広祐先生（城山中）

参画を阻害している要素は？

⇒ 技能差 と 知識の有無

★技能や知識を限定し、核となる動きを絞り込む。
★練習手順を構築し、一斉指導＋反復練習

効率よく技能を向上させる！

第３回 地区教研 １０/１１
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第３回 地区教研 １０/１１

通常のバレー
難
易
度

軽いボール
キャッチOK

ルールの
アダプテッド

レベル
アップ

通常のバレー

温故知新的
一斉指導＋反復練習

レベル
アップ

インクルーシブな状態

インクルーシブな状態
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第３回 地区教研 １０/１１
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鈴木勇貴先生（袋井中）

みんなで楽しめるサッカー授業

・遊びながら技能の獲得
・簡単な授業準備
・サポーター（補助員）の設定
で思考の見取り

第３回 地区教研 １０/１１
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第３回 地区教研 １０/１１
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男女共修について

常に同等な活動をする必要もない
できる部分は同じようにすればいい

コンタクトスポーツの男女共修
→サポーターとして関わり合う（教え合う）

第３回地区研を受けて（私見）
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インクルーシブな体育の実現

方法は１つではない。

インクルーシブの状態になっているか
授業者が考えることが大切。

第３回地区研を受けて（私見）
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令和７年度



趣旨説明・講師紹介

静西教育事務所地域支援課教育主査

加瀬澤 尚子 様



磐周地区教育研究会 保健体育部

令和７年７月31日（木）
静西教育事務所地域支援課

令和７年度 学校等支援研修

共生の視点を重視した授業づくり



共生の視点を重視した授業

共生解説保健体育P２３６

男女共習の意義や共生の視点



学びに
向かう力
人間性等

思考力
判断力
表現力等

知識
技能

共生の視点を重視した授業

３つの柱をバランスよく育成する



共生の視点を重視した授業 解説保健体育P８５



各教科等の特質に応じた

「見方・考え方」

共生の視点を重視した授業



C 陸上競技（長距離走） 第１・２学年で例えると…

「陸上競技の特性」とは？
陸上競技は， 「走る」 ， 「跳ぶ」及び「投げ
る」などの運動で構成され，記録に挑戦した
り ，相手と競ったりする楽しさや喜びを味わう
ことのできる運動である。

解説保健体育P８５

（第３学年は上記に加え）長距離走では，自
己のスピードを維持できるフォームでペース
を守りながら，一定の距離を走り通し，タイム
を短縮したり，競争したりできるようにする。

解説保健体育P８７

「走る距離は1,000ｍ～3,000ｍ程度を目安とするが、
生徒の体力や技能の程度や気候等に応じて弾力的に扱うよ
うにする。

教師の専門性が発揮される

す る

み る

支える

知 る

解説保健体育P２５～２６

共生の視点を重視した授業

インクルーシブの視点に
即した指導の工夫



長距離走の目標は、
どうやって設定するの？

共生の視点を重視した授業

評価規準の立て方は？



共生の視点を重視した授業 解説保健体育P９０

【思考・判断・表現】
評価規準にするときは、＜例示＞の文末を

「～伝えている・～選んでいる・
～見付けている・～振り返っている」とします。



共生の視点を重視した授業 解説保健体育P９０

【主体的に学習に取り組む態度】
評価規準にするときは、＜例示＞の文末を

「～しようとしている。」とします。

ただし、健康・安全については、意欲を持つことにとどまらず、実践
することが求められているものであることから、
「健康・安全に留意している。」「～を確保している。」とします。



① 腕に余分な力を入れないで、リラックスして走ること が
できる。

② 自己のペースに合ったピッチとストライドで、上下動の少
ない動きで走ること ができる。

③ ペースを一定にして走ること ができる。

C 陸上競技（長距離走） 第１・２学年で例えると…

【技能】の評価規準 解説保健体育編P８７～８８の＜例示＞を参考
に作成する。

つまり、記録が「速い・遅い」では評価しない

量的評価ではなく、質的評価をする

共生の視点を重視した授業



空間に走り込むなどの動きの場合
① ボールとゴールが同時に見える場所にたつこと ができ
る。

② パスを受けるために，ゴール前の空いている場所に動く
こと ができる。

③ ボールを持っている相手をマークすること ができる。

【技能】の評価規準 解説保健体育編P１２３～１２４の
＜例示＞を参考に作成する。

つまり、ボール操作の習得だけではない

ゴール型に共通する動きを身に付けること
上記の姿を教師が見取り、価値付けることが大切

共生の視点を重視した授業

あそこが
空いている！

E 球技（ゴール型：バスケットボール） 第１・２学年で例えると…



令和８年度



豊かなスポーツライフを実現する基礎を培う保健体育授業 Ⅲ期
～すべての子どもが共に学び合うことができるインクルーシブな体育授業～

＜令和８年度の研修テーマ＞

見方・考
え方を
工夫した
授業

単元目標
の設定

評価規準
の作成

授業実践
指導計画

評価計画
の作成



令和８年度
今後の日程



月日 回 内容

５月８日（金） 第１回地区研
・前年度までの研修の振り返り
・今年度の研修内容と方向性の説明

６月５日（金） 第２回地区研
・小グループでの授業づくり
（単元計画と評価規準の作成）

７月３０日（木） 磐周教研
・県教研発表者の実践紹介
・分科会

１０月１６日（金）
第３回地区研
（磐田・袋井森の

合同研修）

・県教研発表者のプレ実践発表
（県教研は１０/２４）
・小グループでの実践共有

１月１５日（金） 第４回地区研
・今年度の研修の振り返り、まとめ
・次年度の研修内容の検討


